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本
書
に
影
印
・
翻
字
し
た
「
連
歌
新
式
追
加
井
新
式
今
案
等
』
の
底
本
は
、
江
戸
幕
府
末
造
期
に
成
立
し
た
も
の
で
、
源
文
雄
書
写
に

か
か
る
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
写
本
（
一
帖
）
で
あ
る
。
識
語
に
あ
る
写
者
の
文
雄
と
は
、
彼
の
「
磨
光
韻
鏡
」
を
著
し
た
音
韻
学
者
の

文
雄
〈
無
相
と
号
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
○
○
）
～
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
〉
で
は
無
論
な
い
。
け
れ
ど
も
し
か
し
、
文
学
史
上
江
戸

中
期
以
降
は
〃
俳
譜
〃
が
樫
頭
し
た
と
は
言
へ
、
連
歌
も
ま
だ
重
要
な
文
芸
活
動
の
位
置
を
占
め
て
ゐ
た
こ
と
の
証
左
を
示
す
も
の
と

し
て
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
剰
へ
こ
の
文
雄
は
か
な
り
の
能
書
で
あ
る
の
で
、
や
や
書
写
の
時
期
が
降
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
写

本
を
読
む
べ
き
テ
ク
ス
ト
と
も
な
り
得
る
と
思
慮
し
て
敢
へ
て
影
印
と
し
て
附
載
し
た
次
第
で
あ
る
。

本
書
は
奥
書
に
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
通
り
、
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
に
二
条
良
基
が
救
済
の
助
力
を
得
て
制
定
し
た
「
応
安
新
式
」
を
基

本
と
し
て
、
同
じ
良
基
が
自
ら
そ
れ
に
「
追
加
」
し
た
も
の
に
、
一
条
兼
良
が
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
に
宗
靭
の
意
見
を
聴
い
て
修
訂
を
加

へ
た
所
謂
「
新
式
今
案
」
を
、
さ
ら
に
肖
柏
が
文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）
そ
れ
に
増
訂
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
体
裁
は
非
辞
書
体
で

は
あ
る
が
、
一
種
の
辞
書
風
に
使
用
す
べ
き
連
歌
用
語
集
な
の
で
あ
っ
て
、
連
歌
式
目
に
合
は
せ
て
具
体
的
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
以
っ
て
連
歌
読
解
に
禅
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

処
で
応
安
の
「
新
式
」
が
何
故
斯
く
幾
度
も
改
訂
・
加
筆
せ
ら
れ
た
か
と
言
ふ
な
ら
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
〃
連
歌
〃
と
い
ふ
具
体
的
な

言
語
文
芸
の
営
為
は
、
か
な
り
次
元
の
高
い
頭
脳
の
展
開
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
上
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
〃
長
高
き
〃
格
調
と
〃
幽

玄
〃
な
る
雅
び
と
を
具
現
さ
せ
る
た
め
の
細
か
い
規
定
を
肝
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
畢
寛
「
輪
軸
ん
」
と
称
し
て
同
意
・
同
想
の
詞
の
繰

り
返
し
を
厳
と
し
て
避
け
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
「
一
座
何
句
物
」
と
か
「
可
隔
何
句
物
」
と
い
ふ
細
則
を
設
け
て
、
連
歌
百
韻
中
に
格
別

の
変
化
と
調
和
と
を
齋
ら
し
、
発
想
を
進
展
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
量
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
飽
く
ま
で
も
一
つ

の
規
準
な
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
一
座
の
宗
匠
の
判
定
に
よ
っ
て
か
な
り
の
例
外
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
表
現
の
例
外
を
認

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
鮮
さ
を
加
へ
た
り
内
容
を
深
め
た
り
す
る
と
判
断
し
た
時
に
限
っ
て
そ
れ
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
た

例
外
が
衆
知
の
も
の
と
な
り
慣
用
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
一
つ
の
新
た
な
規
定
と
も
な
っ
て
「
式
目
」
の
中
に
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
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幾
度
も
強
調
す
る
が
、
連
歌
を
理
解
す
る
た
め
に
は
そ
の
作
品
形
態
の
基
本
た
る
「
百
韻
」
を
読
む
の
が
最
適
で
あ
る
。
中
近
世
に
齢

け
る
二
百
三
十
数
年
に
亘
る
連
歌
史
を
識
り
得
る
に
は
勿
論
二
条
良
基
を
始
め
と
す
る
初
期
の
も
の
か
ら
順
次
手
懸
け
て
行
か
ね
ば
な

る
ま
い
。
し
か
し
吾
人
が
国
語
史
・
国
語
学
史
の
立
場
か
ら
、
連
歌
と
言
ふ
も
の
が
広
く
都
鄙
に
船
い
て
〃
言
語
文
芸
〃
と
し
て
展
開
さ

れ
て
ゐ
た
事
実
を
よ
り
よ
く
理
会
す
る
た
め
に
、
中
近
世
に
鯵
け
る
〃
言
語
生
活
″
の
一
種
の
在
り
様
を
把
握
し
得
る
一
つ
の
「
尺
度
」

と
し
て
追
究
す
る
に
は
、
こ
の
二
つ
の
百
韻
を
味
読
す
る
の
で
十
分
で
あ
ら
う
。
文
学
史
が
語
る
ご
と
く
こ
の
両
百
韻
は
さ
や
う
に
勝

れ
た
文
芸
作
品
な
の
で
あ
る
。

と
な
る
。
斯
く
し
て
積
り
成
っ
た
結
果
が
本
書
「
連
歌
新
式
追
加
井
新
式
今
案
等
」
な
の
で
あ
る
。

葱
で
断
わ
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
斯
有
る
〃
例
外
の
認
定
〃
が
あ
ら
ゆ
る
連
歌
の
座
で
杏
意
的
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
中
の
プ
ロ
、
つ
ま
り
第
一
等
級
の
宗
匠
が
「
式
目
」
を
破
っ
て
も
な
ほ
そ
の
百
韻
の
文
芸
的
価
値
を
向
上
せ
し

め
る
べ
き
と
考
慮
し
た
場
合
に
の
み
行
は
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
般
の
法
楽
の
連
歌
等
で
は
「
式
目
」
は
一
座
の
連
衆
の
〃
バ
イ
ブ
ル
〃

と
も
な
っ
て
貴
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
吾
人
が
実
際
に
既
成
の
「
百
韻
」
を
読
解
・
鑑
賞
す
る
に
当
っ
て
、
本

書
の
式
目
（
規
定
と
そ
の
単
語
類
）
に
基
づ
い
て
逐
一
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
依
っ
て
始
め
て
識
り
得
る
〃
妙
理
〃
な
の
で
あ
る
。
肖
柏
が
集

成
し
た
「
式
目
」
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
書
の
巻
頭
に
宗
祇
と
そ
の
弟
子
肖
柏
・
宗
長
と
の
「
水
無
瀬
三
吟
當
湯
山
期
三
吟
」
の
両
百
韻

を
掲
げ
た
所
以
で
あ
る
。

［
注
］
本
書
の
「
式
目
」
に
拠
れ
ば
、
輪
廻
の
事
と
し
て
同
一
の
発
想
の
詞
や
内
容
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
、
さ
ら
に
そ
の
原
理
に
基
づ

い
て
．
座
何
句
物
」
と
か
「
可
隔
何
句
物
」
と
か
称
し
て
、
百
韻
中
に
何
回
以
上
使
用
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
規
定
が
存
す
る
。
弦
で
具
体

的
に
『
水
無
瀬
』
「
湯
山
」
両
百
韻
を
本
書
影
印
の
「
式
目
」
に
当
て
嵌
め
つ
つ
「
解
題
」
を
補
す
る
こ
と
と
す
る
。
〈
算
用
数
字
ハ
「
本
文
篇
」

ノ
整
理
番
号
ヲ
示
ス
〉
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Ｈ
一
座
一
句
物
（
一
座
百
韻
中
一
二
回
シ
カ
用
ヰ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
）
若
菜
款
冬
郷
燭
…
…
。
例
へ
ぱ
「
水
無
瀬
」
７
の
「
虫
」
は
影
印
４
ォ

に
あ
る
通
り
、
本
来
（
応
安
新
式
）
は
「
一
座
一
句
物
」
で
あ
る
の
に
、
「
湯
山
」
で
は
「
虫
」
が
３
弱
と
二
度
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
「
水

無
瀬
」
の
９
「
湯
山
」
の
妃
の
「
嵐
」
や
「
水
無
瀬
」
氾
の
「
雨
」
等
も
同
断
で
あ
る
。
「
新
式
」
で
．
句
物
」
で
あ
っ
た
の
が
、
肖
柏
の
割

注
双
行
形
式
の
加
筆
に
「
虫
…
・
・
雌
獅
睡
華
認
酔
琶
「
嵐
垂
孵
為
」
「
雨
墾
唖
評
泌
と
し
て
、
こ
の
両
百
韻
の
頃
に
は
事
実
上
三
句
物
」
の
扱

ひ
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
『
宗
伊
宗
祇
湯
山
両
吟
」
（
冒
頭
の
部
分
の
み
本
書
序
の
裏
の
写
真
）
に
も
二
表
３
「
鷺
の
と
ふ
入
江
を
さ
む

み
雨
は
れ
て
」
と
三
表
過
「
ひ
ち
か
さ
の
雨
う
ち
か
す
む
か
へ
る
さ
に
」
と
二
回
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
他
に
「
水
無
瀬
」
の
刃
の
「
鴬
」
（
『
湯
山
」

に
も
“
）
、
弧
「
い
に
し
へ
」
（
影
印
４
オ
４
行
「
昔
・
古
」
）
等
、
ま
た
「
湯
山
」
に
は
お
「
螢
」
妬
「
郭
公
」
塊
「
駒
」
昭
「
ひ
く
ら
し
」
（
影
印
４
ォ

２
行
「
日
晩
」
）
“
「
呼
子
鳥
」
（
影
印
４
オ
ー
行
「
喚
子
鳥
」
）
伽
「
一
村
雨
」
の
「
村
雨
」
等
が
あ
る
。

口
一
座
二
句
物
暁
代
春
風
秋
風
…
…
。
晶
殴
」
と
は
、
た
だ
「
暁
」
と
の
み
用
ゐ
る
の
が
一
回
、
さ
う
し
て
「
其
の
晩
」
と
し
て
も
う

一
回
用
ゐ
て
よ
い
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
「
水
無
瀬
」
の
８
「
垣
根
」
犯
「
垣
穂
」
の
「
垣
」
や
略
「
・
・
…
・
も
な
し
」
の
「
も
な
し
」
は
、
「
湯

山
」
の
弘
兜
に
も
「
式
目
」
（
影
印
６
オ
ー
行
「
も
な
し
」
嗣
輌
録
士
芭
の
通
り
。
Ⅳ
「
し
く
れ
」
（
「
式
目
」
影
印
５
ウ
ー
行
「
時
雨
認
ざ
）

は
師
に
動
詞
形
に
て
「
時
雨
る
」
と
あ
り
、
「
湯
山
」
に
は
侭
「
時
雨
」
。
Ⅳ
「
旅
衣
」
の
「
旅
」
、
皿
「
故
郷
人
」
の
「
故
郷
」
（
「
式
目
」
影
印

５
オ
ー
行
「
名
所
只
故
郷
引
合
て
一
旅
二
ご
）
は
「
湯
山
」
に
は
ｕ
「
ふ
る
里
」
。
”
「
こ
こ
の
葉
」
（
「
式
目
」
影
印
６
オ
ー
行
「
詞
些

麺
壁
ヰ
ー
嘩
娠
↑
症
塗
や
唖
の
」
）
。
「
水
無
瀬
」
調
「
恨
」
は
初
の
裏
加
に
動
詞
形
に
て
「
う
ら
む
る
」
と
二
回
用
ゐ
、
「
湯
山
」
は
的
「
思
ふ
な
ょ
」

を
「
恨
む
」
と
同
想
の
詞
と
す
る
と
、
既
に
過
「
恨
み
ま
し
」
“
「
う
ら
み
か
た
し
よ
」
と
二
度
使
っ
て
ゐ
る
の
で
「
式
目
」
（
影
印
５
ォ
８

行
「
う
ら
み
う
ら
む
如
此
云
か
へ
て
こ
句
」
）
を
破
っ
て
ゐ
る
こ
と
と
な
る
。
「
水
無
瀬
」
棚
「
宿
」
（
「
式
目
」
影
印
５
オ
２
行
「
宿
哩

溌
両
批
凱
咋
雌
訓
舞
秤
輕
暫
と
”
「
宿
り
」
、
「
湯
山
」
に
は
、
「
宿
」
と
”
「
露
の
ま
」
。
同
じ
く
「
水
無
瀬
」
の
柵
「
名
残
り
」
は
「
湯
山
」

も
羽
「
な
こ
り
」
。
「
水
無
瀬
」
“
「
法
」
と
、
「
湯
山
」
田
「
法
」
。
「
水
無
瀬
』
に
“
「
松
風
」
は
一
回
の
み
使
用
で
あ
る
が
、
「
湯
山
」
は
“
「
松
風
」

と
瀦
「
松
の
風
」
（
「
式
目
」
影
印
４
ウ
８
行
「
松
風
卵
叩
跳
燕
週
」
）
。
『
水
無
瀬
」
妬
「
玉
の
緒
」
と
弱
「
命
」
と
の
関
係
は
「
式
目
」
の
通
り

に
「
玉
の
緒
識
塗
雄
蝉
て
」
（
影
印
５
オ
２
行
）
と
用
ゐ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
「
水
無
瀬
」
師
「
朝
夕
」
は
「
朝
」
（
「
式
目
」
影
印
５
ウ
ー
行
「
あ
し
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日
一
座
三
句
物
春
月
夏
月
冬
月
…
…
。
こ
れ
の
例
と
し
て
は
「
水
無
瀬
」
の
咽
「
花
」
が
、
「
湯
山
」
に
は
何
と
９
訂
髄
妬
と
四
回
も
使
っ
て
ゐ

る
。
兼
良
の
「
今
案
」
（
影
印
６
オ
７
行
）
で
は
「
四
句
物
」
に
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
「
水
無
瀬
』
脂
「
島
」
は
「
湯
山
」
の
９
に

も
、
ま
た
「
水
無
瀬
」
調
の
「
都
」
は
「
湯
山
」
の
妬
に
も
。
「
水
無
瀬
」
別
「
荻
」
は
「
湯
山
」
に
は
存
せ
ず
、
ま
た
「
水
無
瀬
」
偲
の
「
岸
」

も
「
湯
山
」
に
は
見
ら
れ
ず
。
「
水
無
瀬
』
銘
「
う
す
花
す
シ
き
」
の
「
薄
」
は
、
「
湯
山
」
で
は
２
「
岩
も
と
す
堅
き
」
沼
「
む
ら
す
シ
き
」
の
形

で
現
は
れ
る
。
「
水
無
瀬
」
に
別
「
木
の
下
も
み
ち
」
の
「
も
み
ち
」
が
あ
り
、
ま
た
鮪
「
か
す
む
月
」
は
「
春
月
」
（
「
式
目
」
影
印
６
オ
５
行
）

と
同
趣
の
語
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
“
「
藤
」
が
あ
り
、
「
水
無
瀬
」
肌
の
「
灯
」
は
「
湯
山
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
躯
「
月
の
さ
む
け
さ
」

は
「
冬
月
」
（
「
式
目
」
影
印
６
オ
５
行
）
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
『
水
無
瀬
」
の
中
の
弘
砺
“
躯
の
諸
例
は
「
湯
山
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
式

目
」
に
あ
る
「
文
」
「
瀧
」
「
車
」
「
狩
」
等
は
両
百
韻
に
見
え
ず
。

囚
一
座
四
句
物
雪
有
明
関
氷
…
。
「
水
無
瀬
」
の
発
句
の
「
雪
」
は
腿
に
も
あ
り
、
「
湯
山
』
も
発
句
の
「
薄
雪
に
」
の
「
雪
」
の
他
、
ｕ
陀
別

と
あ
る
。
「
水
無
瀬
」
巧
「
鳥
」
は
『
湯
山
」
に
は
９
に
あ
り
。
「
水
無
瀬
」
の
坊
塑
伍
卯
に
「
空
」
、
こ
の
中
の
型
に
は
「
夕
字
」
も
。
「
湯
山
』

も
７
弱
妬
に
「
空
」
、
ま
た
妬
「
夕
煙
」
証
「
夕
ま
く
れ
」
も
、
「
水
無
瀬
」
と
同
様
「
夕
字
」
に
当
る
。
た
だ
し
“
「
夕
や
ふ
」
は
「
式
目
」
（
影

印
５
オ
ー
行
）
に
あ
る
ご
と
く
「
二
句
物
」
で
あ
り
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
「
水
無
瀬
」
⑲
「
鐘
」
は
、
「
湯
山
』
に
は
調
鯛
の
二
回
使
用
。
田

「
朝
な
き
」
の
「
朝
」
は
、
「
湯
山
」
に
鋤
「
朝
露
」
の
形
で
現
は
れ
る
（
「
式
目
」
影
印
７
ウ
３
行
「
朝
の
字
」
）
。
「
水
無
瀬
』
“
「
木
の
葉
」
師
「
松

は
既
に
訓
嗣

て
ゐ
る
。
刀
乢

な
っ
て
ゐ
る
。

た
」
）
と
「
夕
」
（
「
式
目
」
影
印
５
オ
ー
行
）
で
あ
る
が
、
卯
に
「
け
さ
」
の
形
が
存
す
る
。
「
湯
山
」
も
皿
「
朝
ゆ
ふ
」
と
加
「
今
朝
」
と
“

「
夕
（
ゅ
ふ
く
）
」
と
で
あ
る
。
「
水
無
瀬
」
は
開
に
「
秋
風
」
の
み
で
あ
る
が
、
「
湯
山
」
は
４
師
共
に
「
秋
風
」
で
「
式
目
」
（
影
印
４
ウ
８
行

掘
咋
風
一
」
）
の
通
り
で
は
な
い
。
「
水
無
瀬
」
の
卯
「
雁
哩
は
前
に
妬
「
か
り
か
ね
」
と
あ
る
（
「
式
目
」
影
印
５
オ
４
行
）
。
『
水
無
瀬
」
に

は
妬
「
春
風
」
が
あ
る
が
、
『
湯
山
」
に
は
な
い
。
「
水
無
瀬
」
に
存
せ
ぬ
も
の
で
「
湯
山
」
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
弱
「
庭
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
既
に
鋤
「
山
て
ら
」
と
「
て
ら
」
が
あ
り
、
「
式
目
」
の
肖
柏
の
加
筆
（
影
印
５
オ
ー
行
「
庭
醒
咋
雍
劉
融
詮
二
庭
」
）
に
あ
る
通
り
と
な
っ

て
ゐ
る
。
刀
と
肌
に
「
庵
」
が
あ
る
が
、
「
式
目
」
の
細
則
（
影
印
５
オ
ー
行
「
庵
一
溌
乱
娠
呼
聖
）
は
必
ず
し
も
守
ら
な
く
て
よ
い
こ
と
に



155解 題

㈲
一
座
五
句
物

師
「
う
き
世
」

に
存
し
な
い
。

㈹
可
嫌
打
越
物
こ
れ
は
「
打
越
コ
ピ
（
一
句
お
い
て
同
類
の
も
の
が
来
る
こ
と
、
即
ち
前
句
の
さ
ら
に
前
句
）
を
〃
嫌
ふ
〃
の
で
あ
る
（
「
式

目
」
影
印
８
オ
ー
皿
ウ
参
照
）
。
例
へ
ぱ
「
人
倫
与
人
倫
」
（
影
印
９
オ
４
行
）
の
場
合
を
見
る
と
、
「
水
無
瀬
』
ｕ
訓
如
妬
開
的
の
「
身
」
、
虹

「
故
郷
人
」
、
鯉
「
友
」
、
”
稲
、
祀
踊
蛇
伽
の
「
人
」
、
剖
如
妬
開
の
「
身
」
、
訂
「
君
」
紐
「
た
ら
ち
ね
」
艶
「
舟
人
」
弱
「
世
捨
人
」
侭
「
誰
」
布

「
山
か
つ
」
、
泥
「
誰
」
魂
「
誰
か
手
枕
」
の
「
誰
」
等
が
見
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
「
可
嫌
打
越
物
」
と
は
な
っ
て
を
ら
ず
、
問
題
は
な
い
。
ま
た
「
湯

山
」
に
は
加
仙
団
の
「
身
」
、
Ｍ
加
謁
媚
駆
測
皿
「
人
」
、
四
「
誰
た
」
”
「
我
か
心
」
”
「
世
捨
人
」
等
が
あ
り
、
「
式
目
」
に
反
す
る
も
の
は
な
い
。

㈲
可
隔
三
句
物
「
式
目
」
（
影
印
吃
ウ
５
行
）
に
拠
れ
ば
、
光
物
鋤
鋤
り
（
月
日
星
）
・
降
物
盤
喫
雪
露
：
霞
）
・
袋
物
岐
吋
き
鼠
霧
雪
煙
）
等
は
同

類
同
士
は
三
句
隔
て
て
用
ゐ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
ま
た
植
物
鎧
唾
の
中
で
特
に
「
木
」
と
「
草
」
と
、
ま
た
動
物
蚫
症
き
の
中
で
は
特
に

「
虫
」
と
「
鳥
」
と
も
同
断
で
あ
る
。
先
づ
「
水
無
瀬
」
に
鯵
い
て
、
降
物
の
６
「
霜
」
と
発
句
「
雪
」
と
は
三
句
隔
つ
く
き
も
の
で
あ
る
が
、

四
句
隔
た
っ
て
ゐ
る
例
と
な
る
。
Ⅳ
に
は
降
物
の
「
し
く
れ
」
あ
り
。
光
物
の
肥
「
月
」
は
前
の
Ｍ
「
日
」
と
三
句
隔
て
て
ゐ
る
。
ま
た
「
湯

山
」
に
は
、
降
物
の
５
「
露
」
が
発
句
の
「
雪
」
と
や
は
り
三
句
隔
た
っ
て
「
式
目
」
に
合
致
し
て
ゐ
る
。
副
「
和
歌
の
浦
」
は
水
辺
『
細
の

名
所
、
兜
の
「
勿
来
関
」
も
名
所
の
例
で
あ
る
。

㈹
可
隔
五
句
物
「
式
目
」
（
影
印
喝
オ
ー
行
以
下
）
に
拠
る
と
、
同
字
と
同
字
、
「
日
」
と
「
日
」
、
「
風
」
と
「
風
」
．
．
…
・
等
が
五
句
隔
て
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
「
水
無
瀬
」
に
紗
い
て
、
先
づ
水
辺
に
属
す
る
２
「
水
」
や
３
「
河
風
」
の
「
風
」
、
８
「
路
」
、
詔
川
「
道
」
（
「
式
目
」
は

の
葉
」
の
「
葉
」
は
、
「
湯
山
」
は
発
句
の
「
木
葉
」
一
例
で
あ
る
。
た
だ
し
「
水
無
瀬
」
の
柘
「
草
葉
」
は
、
「
式
目
」
（
影
印
７
ウ
６
行
）
に
拠
れ
ば

「
五
句
物
」
と
な
る
。
「
水
無
瀬
」
師
『
湯
山
」
叩
の
「
朝
夕
」
は
別
で
「
二
句
物
」
に
て
既
述
の
ご
と
し
。
「
湯
山
」
の
鯛
「
勿
来
関
」
の
「
関
」

は
「
水
無
瀬
」
に
は
例
存
せ
ず
。
「
式
目
」
に
存
す
る
「
有
明
」
「
氷
」
「
宮
」
「
火
」
等
は
「
水
無
瀬
」
に
は
現
は
れ
ぬ
が
、
「
湯
山
」
に
は
「
氷
」
が

帥
「
こ
ほ
る
」
と
動
詞
形
で
、
「
火
」
は
“
「
い
さ
り
火
」
と
言
ふ
形
で
見
受
け
ら
れ
る
。

一
座
五
句
物
世
梅
橋
の
三
語
。
『
水
無
瀬
」
の
２
「
梅
」
は
、
「
湯
山
』
に
は
無
し
。
「
水
無
瀬
」
測
妬
の
「
世
」
お
よ
び
詔
「
こ
の
世
」

髄
「
う
き
世
」
の
「
世
」
、
測
妬
に
「
世
」
が
あ
る
。
「
湯
山
」
に
も
皿
如
「
世
」
、
弱
「
世
間
に
」
の
「
世
」
の
各
例
が
あ
る
。
「
橋
」
は
両
百
韻
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影
印
過
オ
４
行
「
道
与
道
」
）
、
Ⅳ
皿
の
「
袖
」
等
は
問
題
が
な
い
。
た
だ
妬
「
嶺
こ
え
て
」
の
み
、
こ
れ
は
結
局
「
旅
」
の
句
と
な
る
の
で
配

「
か
り
ね
の
露
の
秋
の
明
ほ
の
」
（
旅
の
句
）
と
「
式
目
」
「
「
旅
与
旅
」
）
に
抵
触
し
て
違
反
し
た
例
と
な
る
。
他
に
羽
「
野
」
が
あ
る
。
羽
「
ふ

る
き
都
」
は
「
昔
」
と
同
想
に
て
述
懐
札
”
Ｐ
と
な
る
。
こ
れ
は
前
の
羽
「
こ
の
世
の
道
に
つ
き
は
て
こ
と
い
ふ
や
は
り
述
懐
の
句
と
は
五

句
隔
た
っ
て
ゐ
る
の
で
規
定
に
合
っ
て
ゐ
る
。
侭
「
暁
お
き
」
と
は
早
朝
の
勤
行
を
意
味
す
る
釈
教
の
句
、
こ
れ
は
前
の
弱
「
世
捨
人
」
よ
り

五
句
隔
た
っ
て
ゐ
る
。
髄
「
道
」
、
帥
「
浪
」
、
“
「
松
風
」
の
「
風
」
。
妬
「
旅
」
も
前
の
帥
「
舟
い
つ
る
」
よ
り
五
句
隔
た
る
。
別
「
わ
す

ら
れ
か
た
き
世
」
の
「
世
」
を
「
遁
世
」
の
「
世
」
と
把
る
と
、
述
懐
の
句
と
な
り
、
、
「
佗
ひ
つ
シ
そ
す
む
」
と
は
三
句
し
か
隔
た
ら
ぬ
例
と
な
り
、

こ
れ
は
「
式
目
」
に
違
反
し
て
ゐ
る
。
た
だ
し
こ
の
「
世
」
を
、
「
恋
の
世
」
と
し
て
恋
の
句
と
す
れ
ば
問
題
は
な
く
な
る
。
布
「
し
け
き
柴
の

戸
」
を
居
所
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
に
、
「
野
と
な
る
里
」
が
あ
っ
て
五
句
隔
た
っ
て
ゐ
る
。
他
に
ね
「
野
」
、
師
兜
「
煙
」
、
明
「
秋
風
」
の
「
風
」

が
存
す
る
。
一
方
「
湯
山
」
の
場
合
は
、
先
づ
４
侭
「
袖
」
、
６
「
野
へ
」
の
「
野
」
、
８
「
雲
」
、
皿
「
道
」
が
あ
る
。
そ
し
て
加
「
佗
人
そ

う
き
」
は
述
懐
の
句
に
て
前
の
Ｍ
「
人
も
た
つ
ぬ
な
」
（
述
懐
）
と
五
句
隔
た
っ
て
ゐ
る
。
羽
に
「
風
」
。
妬
の
「
も
の
思
ふ
」
は
恋
の
句
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
前
の
⑲
「
あ
た
の
た
の
み
」
（
恋
）
と
六
句
も
隔
た
っ
て
を
り
、
「
式
目
」
に
違
反
す
る
。
羽
「
月
ま
つ
」
は
夜
分
代
小
に
属
す
る
も

の
（
「
式
目
」
週
オ
６
行
「
暮
与
幕
」
）
に
て
、
前
の
”
「
枕
さ
へ
し
る
と
は
…
…
」
の
恋
の
句
と
ち
や
う
ど
五
句
隔
た
っ
て
ゐ
る
。
弘
「
心
を

み
た
さ
ん
」
（
恋
）
も
や
は
り
前
の
鍋
「
な
く
さ
め
に
せ
ん
」
（
恋
）
と
五
句
隔
て
て
「
式
目
」
に
合
ふ
。
妬
「
道
」
は
前
の
瓢
「
あ
と
な
る
嶺
」

（
こ
れ
は
鋤
「
秋
の
山
て
ら
」
に
続
け
て
〃
山
寺
よ
り
の
帰
路
“
の
意
と
な
る
の
で
）
と
五
句
隔
た
っ
た
例
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
銘
「
山
風
」

の
「
風
」
が
前
の
躯
「
野
分
」
と
や
は
り
五
句
隔
て
て
規
定
に
合
ふ
。
他
に
調
姐
の
「
野
」
、
“
「
波
」
が
あ
る
が
特
に
問
題
は
な
い
。

”
可
隔
七
句
物
「
式
目
」
（
影
印
画
ウ
５
行
以
下
）
に
拠
れ
ば
、
同
季
、
「
月
」
と
「
月
」
、
「
松
」
と
「
松
」
…
…
等
々
・
先
づ
「
水
無
瀬
」
の

４
帥
に
「
舟
」
が
あ
る
。
帥
の
八
句
前
の
艶
「
遠
っ
舟
人
」
と
七
句
隔
て
て
ゐ
る
。
蛇
に
「
夢
」
。
ま
た
“
「
松
風
」
の
「
松
」
や
師
「
松
の

、
、

葉
」
の
「
松
」
が
あ
る
。
師
の
「
松
」
は
、
前
の
門
「
宿
り
せ
ん
野
を
鴬
や
」
を
「
こ
の
野
に
宿
り
し
よ
う
と
待
つ
の
に
」
と
懸
詞
と
し
て
把

へ
れ
ば
、
こ
れ
も
七
句
隔
て
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
”
「
あ
ら
田
」
の
「
田
」
や
魂
「
夢
」
が
あ
る
が
、
こ
の
魂
「
夢
」
は
兜
「
夢
う
つ
と

の
「
夢
」
と
十
句
も
隔
た
っ
て
ゐ
る
。
「
湯
山
」
に
羽
「
松
の
風
」
の
「
松
」
、
別
の
「
松
」
、
詔
「
涙
」
が
あ
る
。
虹
「
身
の
う
き
月
」
の
「
月
」
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の
季
は
「
秋
」
に
て
、
前
の
羽
「
月
」
よ
り
七
句
隔
た
っ
て
ゐ
る
。
「
月
」
は
沼
に
も
。
ま
た
妃
「
沖
っ
舟
」
の
「
舟
」
、
泥
「
夢
」
が
あ
る
。

㈱
可
分
別
物
花
の
波
花
の
瀧
花
の
雲
…
等
々
（
影
印
Ｍ
オ
４
行
以
下
別
オ
６
行
ま
で
。
底
本
Ｍ
ウ
５
行
に
．
水
邊
躰
用
事
」
と
項
目
を
特

立
す
る
が
、
通
行
本
の
ご
と
く
こ
の
見
出
し
は
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
）
。
「
式
目
」
の
大
原
則
に
拠
っ
て
は
必
ず
し
も
処
理
し
得
な
い
事
例
を

具
体
的
に
示
し
た
も
の
。
例
へ
ぱ
「
花
の
雪
」
は
植
物
と
し
て
は
〃
嫌
ふ
〃
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
降
物
と
し
て
は
嫌
は
ぬ
と
言
っ
た
具
合
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
多
く
瞥
噛
的
に
使
用
さ
れ
る
「
花
の
雪
」
は
似
物
罪
雌
に
て
、
降
物
に
は
属
す
べ
き
で
な
い
か
ら
だ
と
言
ふ
。
ま

た
『
水
無
瀬
」
の
布
「
湯
山
」
の
Ｍ
の
「
山
か
つ
」
は
「
新
式
」
（
影
印
蝸
ウ
６
行
）
を
見
る
と
「
山
か
つ
群
刎
痢
細
善
一
」
と
あ
り
、
人
倫
と
す

べ
き
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
「
水
無
瀬
」
に
は
存
せ
ぬ
「
湯
山
」
の
髄
「
藤
」
な
ど
も
「
新
式
」
（
影
印
咽
ウ
５
行
）
に
「
草
也
」
と
注
記

す
る
。
こ
れ
は
歌
語
辞
書
『
綺
語
抄
」
以
来
の
分
類
を
踏
襲
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

㈲
句
数
詠
力
「
式
目
」
（
影
印
別
オ
７
行
～
別
ウ
２
行
）
に
あ
る
ご
と
く
何
句
以
上
続
け
て
は
な
ら
ぬ
と
言
ふ
規
則
に
て
、
「
春
」
「
秋
」
「
恋
」
は

、

五
句
以
内
、
「
夏
」
「
冬
」
「
旅
」
「
神
祇
」
「
釈
教
」
「
述
懐
」
（
「
懐
旧
」
・
「
無
常
」
を
含
む
）
「
山
類
」
「
水
邊
」
「
居
所
」
は
三
句
以
内
と
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
上
限
を
示
し
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
限
度
一
杯
に
せ
よ
と
の
指
示
で
な
い
こ
と
は
、
他
の
「
式
目
」
と
同
断
で
あ
る
。
し
か
し

ま
た
逆
に
「
春
」
「
秋
」
は
三
句
以
上
、
「
恋
」
は
二
句
以
上
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
細
則
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
「
水
無
瀬
」
の
名

残
の
懐
紙
表
を
眺
め
る
と
、
刃
「
春
季
」
（
鴬
）
帥
「
春
季
」
（
桜
）
別
「
春
季
」
（
花
）
、
躯
「
雑
」
（
恋
）
鯛
「
雑
」
（
恋
）
と
な
っ
て
ゐ
る
が
ご
と

閏
躰
用
睡
知
事
「
山
類
」
「
水
辺
」
「
居
所
」
の
三
項
に
は
、
〃
躰
用
〃
の
別
（
影
印
加
ウ
３
行
以
下
）
が
あ
る
と
言
ふ
。
例
へ
ば
水
辺
の
場
合
「
海
」

「
浦
」
「
江
」
「
湊
」
…
「
泉
」
「
洲
」
（
影
印
加
ウ
６
行
～
７
行
）
等
が
「
躰
」
に
て
、
「
浪
」
「
水
」
「
氷
」
「
塩
」
「
氷
室
」
（
影
印
加
ゥ
８
行
）

が
「
用
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
う
し
て
こ
れ
ら
が
三
句
続
く
際
に
は
「
躰
躰
用
」
、
「
躰
用
用
」
、
「
用
躰
躰
」
の
い
づ
れ
か
の
型
に
当
て
嵌
め

る
べ
き
で
、
決
し
て
「
躰
用
躰
」
「
用
躰
用
」
と
し
て
は
な
ら
ぬ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
葱
で
「
水
無
瀬
」
の
冒
頭
（
初
折
の
表
）
を
眺
め
て
み

る
。
即
ち
脇
句
に
「
行
く
水
」
（
用
）
、
３
「
河
風
」
（
躰
）
、
４
「
舟
さ
す
」
（
「
舟
」
は
「
新
式
」
に
て
「
用
」
）
と
あ
る
か
ら
「
用
躰
用
」
と
な
っ
て
し

ま
ひ
大
原
則
を
破
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
「
新
式
」
の
「
可
分
別
物
」
（
影
印
Ｍ
ウ
５
行
以
下
の
「
水
辺
躰
用
事
」
）
の
条
を
見
る
と
、
「
芦
水
鳥

き
も
の
で
あ
る
。
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舩
橋
な
と
ハ
す
へ
し
」
と
し
て
「
舟
」
を
「
躰
」
に
準
ず
べ
き
も
の
と
し
て
許
容
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
す
れ
ば
『
水
無
瀬
」
２
３
４
は
「
用
躰

躰
」
と
し
て
認
む
く
き
も
の
と
な
る
。
「
新
式
今
案
」
は
「
舟
」
等
の
詞
を
「
以
上
躰
用
之
外
也
新
式
之
詞
有
相
違
価
用
捨
之
」
と
し
て

「
用
」
と
は
し
な
い
こ
と
を
追
加
規
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ふ

【
附
記
】
な
ほ
国
語
学
史
の
立
場
か
ら
一
言
す
る
な
ら
ば
、
本
書
に
打
消
の
「
ぬ
」
を
「
不
の
い
」
と
呼
称
（
影
印
加
オ
２
行
「
ぬ
と

い
と
」
）
す
る
が
、
こ
れ
が
後
の
テ
ニ
ヲ
ハ
研
究
書
三
歩
」
（
延
宝
四
年
一
六
七
六
）
に
な
る
と
、
「
不
の
い
」
（
打
消
）
と
「
を
は

ん
い
」
（
完
了
）
と
を
対
照
さ
せ
て
そ
の
弁
別
に
用
例
を
添
へ
て
説
い
て
ゐ
る
。
本
書
の
「
式
目
」
中
の
こ
の
記
事
は
三
歩
」
の
先

駆
を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

し
あ
げ
る
。

本
書
が
公
刊
さ
れ
る
に
際
し
て
笠
間
書
院
の
池
田
つ
や
子
社
長
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
は
っ
た
。
池
田
社
長
の
学
術
研
究
に
対

す
る
御
理
解
が
な
か
っ
た
ら
本
書
は
陽
の
目
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
ま
た
編
輯
担
当
の
大
久
保
康
雄
氏
は
こ
の
書

の
面
倒
な
作
業
に
耐
へ
て
尽
痒
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
橋
本
孝
氏
に
も
側
面
か
ら
御
配
慮
頂
い
た
。
共
に
深
謝
し
て
厚
く
お
礼
申


